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序文

⚫ 汚職防止の取り組みの一環として、SDGｓ社役員によるウクライナ議員（国会議員、地方議員、地区議
員）と面談、日本大使館、国連開発計画ウクライナ事務所訪問

⚫ 環境保護啓発の一環とし、研究チーム利用の電気自動車を購入

⚫ タラシャカレッジとケンブリッジ大学の研究協力に着手（研究者レベルの合意済、現在ケンブリッジ大学
に申請依頼中）

⚫ 医療クリニック開設に向け準備開始



ウクライナの土地制度

旧ソビエト連邦・ウクライナの農地制度
の変遷

⚫ 農奴制廃止～ロシア革命
私有化

⚫ ロシア革命～冷戦終結
公有化
（集団農場化に向け取締強化）

⚫ ウクライナ独立～モラトリアム締結
条件付き私有化

⚫ モラトリアム解除
私有化の本格化



村における税徴収状況

キフショバータ村農地面積＆農業税の割合

キフショバータアグロ社
農地面積：村全体の50.4％
農業税：村全体の71.9％

仮にキフショバータアグロ社が村全体の
農地を保有した場合、村は年間
289,200UAH（10,700USD）追加で徴税可能

この余剰分を利用すれば、草の根プログ
ラムのVAT、村諸施設の屋根の修復も可
能に



村への支援状況

村 受益者 目的 金額（UAH）

キフショバータ 医療センター 血液分析器 162,400.00

尿分析器 31,650.89

聴診器 1,137.00

文化センター ドラムセット（固定用） 21,642.00

計 216,829.89

SDGs社による支援状況

⚫ 医療センターへの支援：上述機器購入により実験室及び看護婦の確保
⚫ 文化センターへの支援：村人の士気向上が目的
⚫ その他、薬局の誘致を斡旋



村 受益者 目的 金額（UAH）

キフショバータ 農議会 村祭りのための準備金 5,000.00

コンテスト参加のための旅費 2,119.20

学校 始業式のための準備金 2,000.00

文化センター ドラムセット（パレード用） 11,336.00

キスリフカ 農議会 村祭りのための準備金 4,000.00

計 24,455.20

キフショバータアグロ社による支援状況

村祭りと始業式のための準備金を未だ現金で支払っていることが発覚
汚職防止のため、現物調達を徹底するべき



キフショバータアグロ社：互助会（無利子ローン）
利用状況

2018 2019

件数 金額(UAH) 件数 金額(UAH)

従業員 18 202,000 30 457,045

地権者 11 150,000 38 585,370

計 29 352,000 68 1,042,415

互助会利用目的（2019年）

互助会利用の需要大幅増
利用者の半数が医療目的



村人の暮らしぶり評価

村人の暮らしぶりを評価するため、各村の4分の1に相当する311世帯（キスリフカ村：184世帯中46世帯、キフショ
バータ村：1,050世帯中265世帯）を対象にアンケート調査を実施。サンプル数は510人。

⚫ 満足感を持つ人が倍程度増加（26％→48％（59％））
⚫ 現時点の暮らしぶり改善状況（個人29％、村全体20％）
に比べ、今後の期待感が大（個人50％、村全体52％）
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土地所有と契約状況

農地未所有者は、キスリフカ村で5
分の1、キフショバータ村では半数

他者と農地契約しているか農地契約
していない農地所有者は、キスリフ
カ村で35％であるのに対してキフ
ショバータ村で19％であることから、

キフショバータ・アグロ社はキフショ
バータ村よりもキスリフカ村で新規
契約締結の見込が大きい
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生活していく上で困難なこと生活していく上で大切なもの

健康：医療サービスの大幅カット（診療時間・診療内容）・医療の質低下
財政：インフレに伴わない年金、医療サービスの有料化
家族：雇用不足に伴う過疎化・家族分散



村で大切なもの 村で困難なこと

⚫ 人間関係と豊かな自然を大切にする一方、失業に関する困難が顕著
⚫ 学校に対する誇りは医療機関への不信と鋭い対照をなしている

⚫ 道路は開発の欠如の指標として指摘され、その原因としてリーダーシップの欠如を挙げている（キフショ
バータ村のみに該当）



村の最弱者

⚫ 悪化する健康にもかかわらず信頼できる医療サービスなし
⚫ インフレに伴わないわずかな年金
⚫ 家族分散による孤独


